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　写真は役場駐車場の排雪作業の様子です。
　連日の除雪作業により積み上げられた雪は除雪
機の高さを優に超え、小さな雪山となって役場駐
車場にそびえ立っていました。
　しかし、オペレーターの皆さんの卓越した技術
により見る見るうちに削られ、あっという間に雪
山は姿を消しました。
　冬季も折り返しの時期となり、春の訪れが待ち
遠しいです。

～排雪作業～
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　２月３日㈰さかえ倶楽部スキー場ファミリーコースにおいて第４８回栄村スキー大会が開催され
ました。
　今年も、姉妹都市である東京都武蔵村山市のスキー協会から１９名が出場し交流を深めることが
できました。村民は保育園児から大人まで３１名が出場し、参加した全てのみなさんが最後までが
んばって滑りきることができました。
　競技は大回転で２本の合計タイムで競いますが、コースは緩斜面ですので難しくはありません。
第４９回大会にはあなたもぜひ参加してみませんか。

◦就学前
　優　勝　樋口　湊斗（小滝）
　準優勝　島崎　暖平（小滝）
　第３位　久保田美吹（箕作）
◦小学１年生
　優　勝　島崎　夏芽（小滝）
　準優勝　藤木虎太朗（極野）
◦小学２年生
　優　勝　樋口　四季（白鳥）
　準優勝　髙橋あぐり（青倉）
　第３位　月岡　紗愛（森）
◦小学３年生
　優　勝　樋口　快晴（白鳥）
　準優勝　南雲　獅悠（月岡）
◦小学４年生
　優　勝　髙橋未優乃（青倉）
　準優勝　岡　優希菜（箕作）
◦小学５年生
　優　勝　南雲　心結（月岡）
　準優勝　保坂　優菜（横倉）
◦中学生以上39歳以下男子
　優　勝　髙橋　侑椰（青倉）
　準優勝　樋口　祐介（小滝）
　第３位　久保田成哉（箕作）
◦40歳以上54歳以下男子
　優　勝　滝澤　史郎（森）
　準優勝　北條　明浩（栄小勤務）
　第３位　倉田　誠一（志久見）
◦55歳以上男子
　優　勝　下　　育郎（栄小勤務）
　準優勝　樋口　武夫（小滝）
　第３位　山田　義孝（上野原）

▲

武
蔵
村
山
市
ス
キ
ー
協
会
の
皆
さ
ん

▲

選
手
宣
誓
！

▲

今
大
会
の
最
速
タ
イ
ム  

髙
橋
侑
椰
く
ん

大会結果

第48回　栄村スキー大会開催
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▲青倉地区で庭先の雪掘り作業を体験する子どもたち

　

ま
た
昨
年
、
ね
こ
つ
ぐ
ら
の
雪
像
を

製
作
し
た
月
岡
こ
ん
こ
ん
会
が
今
年
も

雪
像
を
製
作
し
ま
す
。
今
年
は
ど
ん
な

テ
ー
マ
の
雪
像
が
披
露
さ
れ
る
の
か
注

目
で
す
。

　

今
年
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
栄
村
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
早
飲
み
競

争
や
家
族
で
楽
し
め
る
50
組
限
定
さ
か

え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
お
宝
探
し
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
お
子
様
が
遊
べ
る
キ
ッ

ズ
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
る
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
昨
年
栄
村
ふ
る
さ
と
観
光
大

使
に
就
任
し
た
「
信
州
プ
ロ
レ
ス
」
が

今
年
も
参
戦
し
ま
す
。
雪
上
リ
ン
グ
上

で
の
信
州
プ
ロ
レ
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
も
要
注
目
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
今
年
は
今
ま
で
に
な
か

っ
た
新
た
な
試
み
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。

　

さ
か
え
雪
ん
子
ま
つ
り
の
詳
細
は
3

月
上
旬
に
全
戸
配
布
し
ま
し
た
案

内
ま
た
は
村
内
各
所
に
あ
る
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
の
ご
来
場
を
心
か
ら
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

第
27
回
さ
か
え
雪
ん
子
ま
つ
り

　

実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
３
３

　

※
月
曜
休
業

さ
か
え
雪
ん
子
ま
つ
り

は
3
月
16
日
㈯
に
開
催

し
ま
す

　

今
年
で
、27
回
目
の
開
催
と
な
る「
さ

か
え
雪
ん
子
ま
つ
り
」
は
３
月
16
日
㈯

に
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
で
開
催
し

ま
す
。

　

昨
年
を
超
え
る
15
店
以
上
の
個
性
あ

ふ
れ
る
お
店
が
勢
揃
い
の
露
店
市
か

ら
、
栄
ふ
る
さ
と
太
鼓
を
は
じ
め
と
す

る
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
毎
年

好
評
の
村
内
外
の
企
業
様
に
よ
り
ご
協

賛
い
た
だ
い
た
賞
品
等
が
当
た
る
大
抽

選
会
も
企
画
し
て
い
ま
す
。（
一
等
賞

品 

ド
ロ
ー
ン
）　

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
雪
上
花
火
も
実

施
し
ま
す
。

　

年
が
明
け
る
と
栄
村
ら
し
い
冬
と
な

り
、
積
雪
も
す
ぐ
に
２
ｍ
を
超
え
、
大

雪
と
な
る
日
も
あ
り
ま
し
た
。

　

２
月
に
入
り
、
３
日
㈰
に
は
栄
村
ア

ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会
が
晴
天
の
下
、
開

催
さ
れ
、
姉
妹
都
市
武
蔵
村
山
市
か
ら

も
大
勢
の
皆
さ
ん
に
出
場
い
た
だ
き
、

選
手
各
々
1
秒
を
削
り
出
す
滑
り
を
披

露
し
、
応
援
に
来
て
い
た
皆
さ
ん
か
ら

大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
日
㈯
か
ら
の
３
連
休
に
は

武
蔵
村
山
市
を
含
む
多
摩
・
島
し
ょ
地

区
の
小
学
生
60
人
が
、
雪
上
運
動
会
、

ス
キ
ー
体
験
、
青
倉
地
区
で
の
雪
掘
り

体
験
、
絵
手
紙
教
室
な
ど
の
活
動
を
行

い
、
栄
村
で
の
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
、
毎
週
月
・
金
曜

日
に「
運
転
免
許
証
割
引
」平
日
に「
ご

長
寿
お
祝
い
割
引
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク

な
割
引
が
新
登
場
し
、
人
気
と
な
っ
て

い
ま
す
。
３
月
10
日
㈰
に
は
レ
ス
ト
ラ

ン
村
民
感
謝
デ
ー
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

ぜ
ひ
大
勢
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

３月のイベント

◦３月10日㈰　レストラン村民感謝デー

◦３月16日㈯　さかえ雪ん子まつり

◦３月17日㈰
　スキーこどもの日（小学生リフト無料）

◦３月25日㈪～ 28日㈭
　さよなら感謝デー（リフト１日券半額）

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
情
報

▲

雪
上
花
火
の
様
子
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住
民
基
本
台
帳
閲
覧

状
況
の
公
表

国
民
健
康
保
険（
国
保
）

か
ら
の
お
知
ら
せ

産
前
産
後
期
間
の
国
民

年
金
保
険
料
の
免
除
に

つ
い
て

国
民
年
金
の
届
出
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、
平
成

30
年
度
中
の
住
民
基
本
台
帳
閲
覧
状
況

を
公
表
し
ま
す
。

◇
機
関
の
名
称

　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

◇
請
求
事
由

　

自
衛
官
及
び
自
衛
官
候
補
生
の
募
集

◇
閲
覧
年
月
日　

　

平
成
31
年
２
月
13
日

◇
閲
覧
内
容

　

生
年
月
日
が
平
成
13
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
14
年
４
月
１
日
ま
で
の
男
女

【
問
合
せ
先
】

　

住
民
福
祉
課　

戸
籍
住
民
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

許
証
な
ど
）、
職
場
の
健
康
保
険
を
や

め
た
証
明
書
（
資
格
喪
失
証
明
書
）、

印
か
ん

（
※
１　

国
保
税
を
口
座
振
替
す
る
場

合
は
金
融
機
関
の
通
帳
、
通
帳
印
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
）

（
※
２　

解
雇
・
倒
産
等
の
非
自
発
的

失
業
者
の
方
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
発

行
さ
れ
る「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

◇
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

　
（
国
保
を
や
め
る
）

　

持
ち
物
：
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
な
ど
）、
国
保
の
保
険
証
、
職
場

の
健
康
保
険
の
保
険
証
（
又
は
加
入
を

証
明
す
る
も
の
）・
印
か
ん

※
加
入
の
手
続
が
遅
れ
る
と
…

　

国
保
の
被
保
険
者
に
な
っ
た
時
点
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
健
康
保
険
に

加
入
し
な
い
と
、
医
療
機
関
を
受
診
し

た
と
き
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

※
や
め
る
手
続
が
遅
れ
る
と
…

　

国
保
資
格
が
無
く
な
っ
て
か
ら
国
保

の
保
険
証
を
使
っ
て
医
療
機
関
を
受
診

し
た
場
合
、
国
保
が
負
担
し
た
分
（
医

療
費
の
７
～
８
割
）
を
全
額
返
還
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
他
の
保
険
税

（
料
）
と
二
重
に
支
払
う
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

３
～
４
月
は
就
職
や
進
学
、
転
勤
、

転
入
出
の
多
い
時
期
で
す
。
就
職
や
退

職
、
転
入
出
な
ど
で
健
康
保
険
が
変
わ

っ
た
場
合
は
忘
れ
ず
に
届
出
を
し
ま
し

ょ
う
。

◇
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

　
（
国
保
へ
加
入
）

　

持
ち
物
：
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

  

就
職
や
退
職
、
村
内
外
の
転
入
出
な

ど
で
国
民
年
金
の
届
出
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。左
表
の
事
例
を
参
考
に
、

忘
れ
ず
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
国
民
年
金
の
種
類

⑴
第
１
号
被
保
険
者　

自
営
業
、学
生
、

フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
の
方

⑵
第
２
号
被
保
険
者　

会
社
員
、
公
務

員
な
ど
の
方

⑶
第
３
号
被
保
険
者　

第
２
号
被
保
険

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

【
問
合
せ
先
】

　

住
民
福
祉
課　

戸
籍
住
民
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

届出が必要な事例
事　例 手続きの内容

栄 村 に
転入した

第１号被保険者の方は、役場窓口で住所変
更の届出をしてください。第２号、第３号
被保険者の方は、本人又は配偶者の勤務先
で手続きしてください。

栄村から
転出した

第１号被保険者の方は、転出先の市区町村
で手続きをしてください。
（年金手帳をご持参ください。）

村 内 で
転 居

第１号被保険者の方は住所異動届を届出し
てください。役場窓口で住所変更の届出を
してください。

会 社 を
退職した

国民年金加入の手続きをお願いします。
（年金手帳、離職日の確認できるものをご
持参ください。）

会 社 に
就職した

勤務先で厚生年金や共済組合の加入手続き
をしますので、役場での手続きは不要です。

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
産
前
産
後
期
間

の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
と
な
り
ま

す
。
産
前
産
後
期
間
と
認
め
ら
れ
た
期

間
は
保
険
料
を
納
め
た
も
の
と
し
て
将

来
の
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

◇
対
象
者

　
「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」
で

出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の

方◇
免
除
期
間

　

出
産
予
定
の
月
の
前
月
か
ら
４
か
月

間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
３
か
月
前

か
ら
６
か
月
間
）

◇
届
出
先

　

栄
村
役
場　

住
民
福
祉
課

◇
届
出
時
期

　

出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら
届
出

可
能（
平
成
31
年
４
月
か
ら
受
付
開
始
）

　

詳
細
は
国
民
年
金
担
当
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

住
民
福
祉
課　

戸
籍
住
民
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４
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栄
村
人
間
ド
ッ
ク
補
助

制
度
が
変
更
と
な
り
ま

す
。

「
高
齢
者
お
手
伝
い
」

支
援
者
募
集
に
つ
い
て

狂
犬
病
予
防
注
射
に

つ
い
て

　

犬
の
飼
い
主
の
方
は
、
１
年
に
１
度

狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
う
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
左
記
の

日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
飼
い
主
の

皆
さ
ん
は
、
予
定
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
犬
を
新
た
に
飼
わ
れ
た
方
は
登

録
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
役
場

住
民
福
祉
課
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

狂
犬
病
は
発
症
す
る
と
致
死
率

１
０
０
％
近
い
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

飼
い
主
様
の
責
任
問
題
に
も
及
ぶ
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
予
防
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
日
程

・
一
次　

４
月
23
日
㈫　

８
時
半
～

　

村
内
各
集
落　

※
秋
山
地
区
を
除
く

・
二
次　

５
月
25
日
㈯　

８
時
半
～

　

役
場
、
秋
山
地
区

◇
注
射
手
数
料　

５
５
０
円

【
問
合
せ
先
】

　

住
民
福
祉
課　

生
活
福
祉
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

　

村
民
の
健
康
増
進
と
疾
病
予
防
・
早

期
発
見
を
目
的
と
し
た
「
栄
村
人
間
ド

ッ
ク
補
助
制
度
」
が
平
成
31
年
４
月
１

日
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

◇
対
象
者

　

人
間
ド
ッ
ク
等
を
受
診
し
た
時
点
に

お
い
て
、
栄
村
国
民
健
康
保
険
加
入
者

及
び
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
。

※
全
国
健
康
保
険
協
会
等
社
会
保
険
や

共
済
に
加
入
の
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

制
度
で
補
助
が
あ
り
ま
す
の
で
受
診

前
に
各
保
険
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◇
補
助
率
等

　

新
た
に
１
泊
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
の

補
助
を
設
け
、
補
助
額
の
上
限
を
上
げ

ま
し
た
。

※
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
両
方
受
け

た
場
合
そ
れ
ぞ
れ
に
補
助
が
で
ま

す
。

　

平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
に
人
間
ド

ッ
ク
等
を
受
診
し
た
分
か
ら
対
象
と
な

り
ま
す
。

（
申
請
は
同
一
年
度
内
に
人
間
ド
ッ
ク

等
を
受
け
た
分
に
対
し
１
人
１
回
）

◇
申
請
方
法

　

健
康
支
援
課 

健
康
増
進
係
に
健
診

結
果
票
と
領
収
書
（
内
容
及
び
金
額
が

わ
か
る
も
の
）、
健
康
保
険
証
、
補
助

金
振
込
先
の
通
帳
、
認
印
を
持
参
し
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

健
康
支
援
課　

健
康
増
進
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
０
２
０

　

村
で
は
高
齢
者
生
活
支
援
と
し
て
、

お
手
伝
い
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

家
の
周
り
、
作
業
所
な
ど
で
の
軽
作

業
（
農
機
具
の
片
付
け
・
雪
囲
い
の
手

伝
い
等
）
や
家
庭
菜
園
程
度
の
ち
ょ
っ

と
し
た
農
作
業
（
植
え
付
け
、
除
草
、

収
穫
な
ど
の
手
伝
い
等
）
で
一
人
で
は

手
が
足
り
な
い
時
に
依
頼
を
受
け
お
手

伝
い
す
る
事
業
で
す
。

　

簡
単
な
作
業
で
す
の
で
女
性
の
方
の

登
録
も
大
歓
迎
で
す
。

　

報
酬
は
基
本
１
時
間
１
，
０
０
０
円

で
す
。

　

こ
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
お
手

伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

　

作
業
の
内
容
、
作
業
可
能
な
日
時
な

ど
を
お
聞
き
し
、
支
援
員
と
し
て
登
録

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
役
場
特
命

対
策
課
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

特
命
対
策
課

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
１

種　　別 補　　助　　率

１泊２日人間ドック 受診料の５０％、２万５千円を上限

日帰り人間ドック 受診料の５０％、２万円を上限

脳 ド ッ ク 受診料の５０％、２万円を上限

△オプション検診は含まず。（1,000円未満の端数切捨て）
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ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

報
告

電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金
の
活
用
に
つ
い
て

村
内
小
中
学
校
の
敷
地

内
全
面
禁
煙

不
動
産
評
価
等
の
無
料

相
談
会
の
開
催
の
ご
案

内
に
つ
い
て

　

コ
メ
生
産
農
家
の
支
援
及
び
農
業
振

興
を
目
的
と
し
た
寄
附
金
を
今
年
度
も

募
り
、
寄
附
金
1
万
円
に
つ
き
栄
村
産

特
Ａ
米
「
心
づ
か
い
」
15
㎏
を
お
礼
の

品
と
し
て
発
送
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
寄
附
額
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◇
農
業
支
援
目
的
寄
附
額

　

１
億
５
千
４
百
21
万
１
千
円

�

７
，
２
５
３
件

◇
一
般
寄
附
額
（
２
月
末
現
在
）

　

４
百
39
万
４
千
円�

１
２
０
件

　

な
お
、
平
成
31
年
度
は
地
方
税
制
改

正
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

◇
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
と
は

　

発
電
用
施
設
の
立
地
地
域
・
周
辺
地

域
で
行
わ
れ
る
公
共
用
施
設
の
整
備

や
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
事
業

に
対
し
て
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と

で
、
発
電
用
施
設
の
設
置
に
係
る
地
元

の
理
解
促
進
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

　

栄
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
交
付
金
活
用
状
況
と
事
業
評

価
報
告
書
を
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課　

企
画
財
政
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

　

平
成
30
年
７
月
25
日
に
受
動
喫
煙
対

策
を
強
化
す
る
改
正
健
康
増
進
法
が
公

布
さ
れ
、
学
校
敷
地
内
で
の
喫
煙
は
、

原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。（
改
正
法
施
行
日
は
、
公
布
後
１

年
６
ヵ
月
以
内
の
政
令
で
定
め
る
日
と

な
り
ま
す
）

　

改
正
法
で
は
、
受
動
喫
煙
を
防
止
す

る
措
置
を
講
じ
れ
ば
、
屋
外
に
喫
煙
所

を
設
け
る
こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
が
、

村
内
小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
で
き
る

だ
け
早
く
学
校
に
お
け
る
受
動
喫
煙
防

止
対
策
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
平
成
31

年
４
月
１
日
㈪
か
ら
敷
地
内
全
面
禁
煙

を
完
全
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

学
校
行
事
の
運
動
会
や
音
楽
会
、
地

域
行
事
と
し
て
校
舎
や
体
育
館
、
運
動

場
等
を
利
用
す
る
場
合
や
、
学
校
開
放

と
し
て
体
育
館
等
を
利
用
さ
れ
る
方
も

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
教
育
委
員
会

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８

　

不
動
産
評
価
に
関
す
る
無
料
相
談
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◇
開
催
日
時

　

平
成
31
年
４
月
８
日
㈪

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
は
休
憩
時
間
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
会　
　

場

　

長
野
市
役
所　

第
２
庁
舎

　

10
階　

２
０
３
会
議
室

※
予
約
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
内
容

　

不
動
産
の
売
買
、交
換
、相
続
、借
地
、

担
保
、
賃
貸
借
に
係
る
不
動
産
評
価

◇
共　
　

催

　
（
一
社
）長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　
（
公
社
）日
本
不
動
産
鑑
定
士
協
会
連

　

合
会

【
問
合
せ
先
】

　
（
一
社
）長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　

☎
０
２
６
─

２
２
５
─

５
２
２
８

栄村周辺発電用施設

発電施設の名称 施設の位置 認可出力

東京電力　信濃川発電所 飯山市　西大滝 17.70万kw

東京電力　中津川第一発電所 津南町　穴　藤 12.60万kw

東京電力　切明発電所 切　明 2.00万kw

東北電力　宮野原発電所 長　瀬 0.25万kw

中部電力　志久見川第一発電所 極　野 0.61万kw

中部電力　志久見川第二発電所 長　瀬 0.66万kw

し
て
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

今
年
度
栄
村
に
お
い
て
は
、
交
付
金

１
４
，
５
８
９
千
円
を
有
効
活
用
し
保

育
所
運
営
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。
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廣
ひろ
瀬
せ
岳
たけ
琉
る

さん（森）

広
ひろ
瀬
せ
友
ゆ
里
り
奈
な

さん（白鳥）

髙
たか
橋
はし
星
せい
来
ら

さん（青倉）

髙
たか
橋
はし
優
ゆう
豪
ごう

さん（青倉）

上
かみ
倉
くら
琉
る
希
き

さん（横倉）

齋
さい
藤
とう
美
み
桜
お

さん（長瀬）

　今年の３月で栄中学校を卒業し、４月から自分たちの夢へ向かって旅立つ、
栄中３年生の皆さんを紹介します。これからの更なる活躍が期待されます。

平成30年度　栄中学校卒業生紹介
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森
林
づ
く
り
推
進
支
援

金
（
長
野
県
森
林
税
）

を
使
っ
た
枯
損
木
除
去

介
護
支
援
講
演
会
の

開
催
に
つ
い
て

　

こ
の
事
業
は
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム

シ
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
枯
損
木
（
ナ

ラ
枯
れ
）を
伐
倒
し
、健
全
な
森
に
戻
し

倒
木
被
害
を
防
止
す
る
事
が
目
的
で
す
。

　

今
年
度
は
、
道
路
沿
い
や
水
路
沿
い

の
倒
木
の
危
険
が
高
い
地
域
で
あ
る
横

倉
、
泉
平
地
区
に
て
、
枯
損
木
49
・
99

㎥
（
約
１
１
０
本
）
を
伐
倒
し
ま
し
た
。

今
年
度
で
枯
損
木
除
去
の
事
業
は
一
旦

終
了
し
、
平
成
31
年
度
は
緩
衝
帯
整
備

事
業
を
行
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課　

産
業
振
興
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
３

　

村
で
は
「
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
む
ら
づ
く

り
」
の
た
め
に
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
向

け
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日　

時

　

平
成
31
年
３
月
22
日
㈮

　

13
時
～
14
時

　
（
14
時
～　

介
護
者
の
た
め
の
茶
話

　

会
を
予
定
）

◇
会　

場

　

栄
村
役
場　

会
議
研
修
室

◇
講　

師

　

北
信
総
合
病
院　

花
岡　

雅
子 

氏

◇
内　

容

　

※
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
（
A
C
P
）
に
つ
い
て

※
自
ら
が
希
望
す
る
医
療
・
ケ
ア
を
受

け
る
た
め
に
、
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
や
望
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を
前
も

っ
て
考
え
、
周
囲
の
人
た
ち
と
話
し

合
い
、
共
有
す
る
こ
と

◇
参
加
費　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

健
康
支
援
課　

介
護
支
援
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
０
１

　村民の皆様には、日頃から村政運営にご理解とご協力をいただき厚くお礼申し上げます。
　村の広報活動に関して、村民の皆様の満足度や、村民の皆様がどのような情報を求めているのかなどを
把握し、今後、さらに効率的で分かりやすい広報活動につなげていくためアンケートを実施します。お忙
しいところお手数をお掛けいたしますが、下記調査内容をご確認いただき本調査にご協力いただきますよ
うお願い申し上げます。

◆アンケート内容
　Ｑ１　現在の村の情報発信に満足していますか。
　　　　５．満足　４．やや満足　３．普通　２．やや不満　１．不満
　Ｑ２　栄村ホームページ・広報紙へ今後掲載に力を入れて欲しい情報はありますか。（自由記載）
　Ｑ３　栄村ホームページ・広報紙に対する皆様のご意見、ご要望をお聞かせください。（自由記載）

◆送付先　〒389-2792　長野県下水内郡栄村大字北信3433番地　
　　　　　栄村役場　総務課情報防災係　広報担当　宛
　　　　　E-mail：info@vill.sakae.nagano.jp

◆アンケート実施期間　平成31年３月６日㈬～４月30日㈫まで

※上記まで、ハガキもしくはメールにて投稿。もしくは、役場庁舎・秋山支所の玄関前に設置してあります
目安箱に直接投函をお願いします。
※詳しくは栄村ホームページに掲載してあります。（URL：http://www.vill.sakae.nagano.jp/）

「栄村ホームページ」・「広報さかえ」に伴う
ご意見・ご要望をお聞かせください

▲伐採した枯損木
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❖❖
村
史
編
纂
室
か
ら
�
❖❖

平
滝
区
有
文
書
の

仮
目
録
が
完
成

中
国
３
家
族
栄
村
訪
問

　

昨
年
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
で
ス
キ
ー
を

体
験
し
た
中
国
蘇
州
市
の
家
族
が
今
年

は
他
の
２
家
族
を
誘
っ
て
、
２
月
３
日

か
ら
６
日
の
３
泊
４
日
の
日
程
で
栄
村

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

2
0
2
2
年
に
北
京
で
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

今
、
中
国
で
は
ス
キ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
４
日
、
５
日
の
２
日

間
は
、
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
で
ス

キ
ー
を
体
験
し
ま
し
た
。
ス
キ
ー
ス
ク

ー
ル
の
指
導
員
の
指
導
を
受
け
、
５
日

の
午
後
に
は
全
員
が
リ
フ
ト
を
使
い
フ

ァ
ミ
リ
ー
ゲ
レ
ン
デ
を
ボ
ー
ゲ
ン
で
滑

れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。「
来
シ
ー

ズ
ン
も
ま
た
来
ま
す
よ
」
と
ス
キ
ー
を

と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
楽

し
ん
で
い
る
様
子
を
ネ
ッ
ト
で
中
国
へ

発
信
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
見
た
蘇
州

市
内
の
他
の
家
族
か
ら
「
来
シ
ー
ズ
ン

ス
キ
ー
に
来
た
い
」
と
、
す
で
に
予
約

ま
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
国
で
は
「
春
節
」
と
い
っ

て
、
２
月
４
日
は
日
本
の
大
晦
日
に
あ

た
り
、
家
族
団
ら
ん
で
縁
起
の
良
い
水

餃
子
を
作
る
の
が
恒
例
と
な
っ
て
お
り
、

役
場
の
会
議
研
修
室
で
水
餃
子
作
り
を

し
ま
し
た
。
村
内
の
親
子
も
参
加
し
、

和
気
あ
い
あ
い
と
ミ
ニ
交
流
会
が
出
来

ま
し
た
。
ま
た
帰
国
の
前
日
に
は
栄
村

の
道
の
駅
を
訪
れ
、栄
村
の
お
土
産
品
、

特
産
品
な
ど
大
量
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
詰
め

す
る
ほ
ど
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

異
国
の
地
で
楽
し
い
大
晦
日
、
正
月

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
「
感
動
、感
謝
、

感
激
」
と
言
っ
て
満
足
し
た
様
子
で
し

た
。

▲村長室にて記念撮影

　

編
纂
室
で
は
先
頃
、
平
滝
区
で
保
存

し
て
い
る
多
く
の
書
類
を
お
借
り
し
て

整
理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
区

に
は
江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で
、
数
多

く
の
書
類
が
て
い
ね
い
に
し
っ
か
り
と

残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
用
文
書
を
除

い
た
書
類
を
一
点
ご
と
に
整
理
し
、
そ

の
仮
目
録
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
書
類
の
内
容
を
く
わ
し
く
調
べ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

め
ず
ら
し
い
書
類
と
し
て
は
、
江
戸

時
代
の
後
期
に
平
滝
村
で
お
こ
な
っ
た

谷
道
（
国
道
１
１
７
号
の
旧
道
）
の
道

普
請
や
慶
応
四
年（
１
8
6
8
）の
戊ぼ

辰し
ん

北
越
戦
争
の
と
き
に
谷
道
を
通
行
し
た

官
軍
兵
士
た
ち
に
つ
い
て
の
記
録
が
あ

り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
何
冊
も
残
っ
て
い

て
、た
い
へ
ん
貴
重
な
歴
史
資
料
で
す
。

　

栄
村
秋
山
の
歴
史
を
研
究
さ
れ
て
い

る
白
水
先
生
（
村
史
調
査
執
筆
員
）
が
、

昨
年
末
に
吉
川
弘
文
館
か
ら
『
中
近
世

山
村
の
生
業
と
社
会
』
と
い
う
大
著
を

出
版
さ
れ
ま
し
た
。
山
村
を
歴
史
学
で

ど
の
よ
う
に
捉と

ら

え
た
ら
よ
い
か
を
視
座

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
取
り
上
げ
て

考
え
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
秋
山
の
山
資
源
や
人
々
の
生
業
と
生

活
な
ど
に
つ
い
て
は
、
特
に
く
わ
し
く

紹
介
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本
書

は
村
の
図
書
室
に
あ
り
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
手
に
取
っ
て
ご
一
読
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
史
編
纂
室

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８

▲整理前の平滝区有文書

白
水
智
先
生
の
著
書
紹
介
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秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.45

　

３
月
に
な
り
ま
し
た
ね
。
毎
日
少
し
ず

つ
日
が
長
く
な
り
、
春
が
近
づ
い
て
き
て

い
る
今
日
こ
の
頃
、
み
な
さ
ま
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

私
は
今
、
お
土
産
品
と
し
て
紫
黒
米
の

ポ
ン
菓
子
を
販
売
で
き
る
よ
う
に
、
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
日
々
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
紫
黒
米
を
使
っ
た
お
菓
子
を
通
し

て
、
食
べ
る
人
の
力
に
な
れ
た
ら
、
と
思

っ
て
い
ま
す
。
自
分
自
身
の
経
験
の
話
に

な
り
ま
す
が
、
都
市
部
の
会
社
に
勤
務
し

て
い
た
頃
、
人
々
に
あ
ま
り
余
裕
が
な
か

っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
業

務
量
の
多
さ
や
通
勤
時
間
の
長
さ
か
ら
、

体
力
と
時
間
を
消
耗
し
て
い
る
よ
う
に
も

見
え
ま
し
た
。
ま
た
、
暮
ら
し
に
割
け
る

時
間
が
少
な
く
、
自
炊
が
で
き
ず
、
外
食

が
多
い
た
め
に
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
必
要
な

栄
養
が
足
り
ず
、
体
に
も
余
裕
が
な
か
っ

た
人
が
多
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
忙
し
い
人
々
に
、
栄
村
で
採
れ

た
自
然
で
良
い
素
材
を
使
っ
た
お
菓
子

で
、
少
し
で
も
栄
養
を
補
給
し
て
体
に
力

を
つ
け
て
も
ら
い
、
そ
し
て
、
お
や
つ
の

時
間
を
取
る
こ
と
で
、
心
や
ア
タ
マ
に
少

し
で
も
余
白
を
作
っ
て
ホ
ッ
と
し
て
も
ら

い
た
い
な
ぁ
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
栄
村
の
良
さ
は
、
お
茶
の
時
間
な
ど

心
が
ゆ
る
む
時
間
が
あ
る
こ
と
。
そ
う
い

う
栄
村
に
あ
る
ホ
ッ
と
す
る
時
間
が
食
べ

る
人
に
伝
わ
っ
た
ら
い
い
な
、
と
も
思
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
商
品
企
画
の
経
験
は

初
め
て
で
、
壁
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
進
め

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
と
て
も
大
切
な
原

価
計
算
。
材
料
の
手
配
、
残
数
の
管
理
な

ど
、
数
字
が
入
っ
て
く
る
と
混
乱
し
、
訳

が
分
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

体
に
良
い
も
の
を
、
と
材
料
に
こ
だ
わ
っ

た
た
め
、
価
格
が
高
く
な
る
始
末
。
こ
れ

は
難
し
い
か
な
、
と
思
っ
て
い
た
時
に
東

京
か
ら
来
た
若
者
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
に
「
高

く
て
も
売
り
方
次
第
で
良
い
も
の
は
売
れ

る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
も
ら
い
、
何
だ
か

高
く
て
も
売
っ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

高
い
も
の
を
安
く
す
る
の
は
、
簡
単
で
す

が
、
安
い
も
の
を
後
か
ら
高
く
す
る
の
は

難
し
い
の
で
、
試
し
で
こ
の
ま
ま
や
っ
て

み
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
地
域
の
方
か
ら
「
こ
れ
が

売
れ
た
ら
関
わ
れ
た
こ
と
が
誇
り
に
な
る

な
ぁ
…
」
な
ん
て
い
う
言
葉
を
い
た
だ
い

た
の
で
、
地
域
の
人
に
も
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

�

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

川
音
枝
里
子
）

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

　

栄
村
の
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
で
３
月
16

日
の
さ
か
え
雪
ん
子
ま
つ
り
に
出
店
し
ま

す
！

　

栄
村
の
ジ
オ
ガ
イ
ド
た
ち
は
不
定
期
で

集
ま
り
、
情
報
交
換
や
、
ガ
イ
ド
実
施
に

つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
打
ち
合
せ
で
は
、
１
月
に
発
表

さ
れ
た
再
審
査
の
結
果
報
告
に
つ
い
て
と

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

３
月
16
日
は
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
認
定
試
験

と
も
か
ぶ
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
せ
っ
か

く
の
機
会
な
の
で
、
出
店
を
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。飲
食
で
の
出
店
で
は
な
く
、

写
真
な
ど
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
Ｐ
Ｒ
と
活

動
の
紹
介
等
を
す
る
予
定
で
す
。
来
て
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
が
少
し
で
も
楽
し
め
る

よ
う
な
ブ
ー
ス
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
ジ

オ
パ
ー
ク
活
動
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
え

た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
つ
な
ん
雪
ま
つ
り
に
も
毎

年
全
体
の
ジ
オ
ガ
イ
ド
で
出
店
を
し
て
い

ま
す
。
今
年
も
お
そ
ら
く
大
割
野
の
周
辺

で
活
動
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
つ
な
ん
雪
ま
つ
り
に
行
か
れ

る
方
は
ぜ
ひ
気
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

で
は
、
３
月
16
日
を
楽
し
み
に
、
皆
で

雪
ん
子
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

�
（
文
責　

越
智
）

ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
認
定
検
定
の
お
知
ら
せ

【
日
時
・
内
容
】　

3
月
16
日
㈯

　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分
（
13
時 

開
場
）

　

認
定
ガ
イ
ド
（
初
級
）
の
検
定
試
験
で
す
。

苗
場
山
麓
で
ガ
イ
ド
活
動
を
し
た
い
方
は
ぜ

ひ
検
定
を
お
受
け
く
だ
さ
い
！

【
場
　
所
】
津
南
町
「
な
じ
ょ
も
ん
」

【
持
ち
物
】
受
験
票
・
筆
記
用
具

【
申
込
み
・
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
】

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

☎
０
２
５
─

７
６
５
─

１
６
０
０

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
室
ま
で
直
接
、
郵
送
、
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

締
め
切
り
は
3
月
8
日
㈮　

17
時 

　

郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
で
す
。

㊻

▲つなん雪まつりでの出店の様子
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　今年も各種検診申込調査書の届く時期になりました。体調はいかがでしょうか。「自分は健康だ」
と感じている人も、「ちょっと悪いとこはあるけどまぁまぁだ」と感じている人も、 気づかない
うちに少しずつ、健康が損なわれている可能性があります。
　生活習慣病は自覚症状がなく進行することがほとんどです。目には見えない身体の異常を健診
で発見し、生活習慣を改善することで、脳梗塞や心筋梗塞、糖尿病などの命にかかわる大病を予
防しましょう。

　忙しくて健診を受けられない、という方
　仕事や子育て、家のことなど、忙しい日々を送っている方は大変多いと思います。そんな人ほ
ど自分の身体を気にする機会や時間は少なくなりがちです。今はバリバリ動けても、もし病気で
倒れたら？どんな生活になるでしょうか。健診は年１回、数時間～半日程度です。将来の多くの
時間や家計を守るために、ぜひ健診を受けましょう！
　なお、村の集団健診の日程でご都合のつかない方は、長野県内の医療機関でも健診を申し込み、
受診をすることができます。詳しくは役場健康支援課までお問い合わせください。

　病院にかかっているから健診は受けなくていい、と考えている方
　病院へ受診している方の中には、血液検査などを定期的に行っている方もいるかと思います。
しかし医療機関で行う血液検査などの各種検査は、健康診断に必要な項目が満たされていない場
合があります。そのため、村の健診または人間ドックの受診をおすすめします。

　健診を受けた後は？　結果を確認し、生活改善をしましょう
　健診を受診した結果、生活習慣病のリスクが高いと判断された方は、
保健指導の対象者になります。村の保健師や管理栄養士が生活習慣の改
善のお手伝いをさせてもらいます。なお、生活習慣の改善は継続してい
くことが重要です。小さなことから無理のない取り組みを重ね、大きな
成果にしていきましょう。

よ りだ健保

～健診受診で未来の自分へ自己投資しましょう～

あなたのからだ、健康ですか？
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　木島平スキー場の使用済みリフト券をお持ちいただ
くと、ファームス木島平の館内各店舗で『100円割引券』
としてご利用いただけます。
○営業時間　カフェ・レーヴ（10：00～17：00）
　　　　　　そば処　村（11：00～14：00）
　　　　　　農産直売所（10：00～17：00）
○利用期間：2019年３月31日まで
○利用条件：300円以上のご利用で、お一人様使用済
　　　　　　みリフト券（当日または前日の日付券）
　　　　　　１枚につき、１回ご利用いただけます
○定 休 日：毎週月曜日
◇問い合わせ：道の駅ファームス木島平　☎0269-62-2201

　風薫る５月、新緑と菜の花に包まれた「朧月夜」の
里を歩きませんか。
　５～２５㎞の各種コースを設定してあります。体力に
合わせて楽しくウォーキングしましょう。
○開 催 日　５月１１日㈯～ １２日㈰
○参 加 料　一般・大人　事前2,000円　当日2,200円
　　　　　　高校生以下　事前1,000円　当日1,200円
○事前申込　４月１９日㈮まで
○問い合わせ　野沢温泉観光協会内　菜の花パノラマ
　　　　　　　マーチ実行委員会　☎０２６９－８５－３１５５

アフタースキーは、道の駅
ファームス木島平が ゼッタイお得！ 野沢温泉菜の花パノラママーチ

　２月２３日に津南町商工会館にて『ＪＲ飯山線と津南
地域との共生による活性化』をテーマにしたシンポジ
ウムが開催され、約８０名の参加者で会場を埋め尽くし
ました。北野大塾の主催によるシンポジウムには、塾
長の北野大さんをはじめ、国土交通省鉄道局審議官（前
新潟県副知事）の寺田吉道さんやＪＲ東日本新潟支社
営業部長、北越急行株式会社社長など関係者が集結。
今後の地方鉄道のあり方や取り組みについて話し合わ
せました。

　２０１９年５月３日～５日に
第36回いいやま菜の花まつ
りを開催します。
　テーマソング「ハッピー
イエロー」に振り付けをし
たダンスフェスティバルの
参加者を募集しています。

開 催 日　５月５日㈰
開催時間　13時～15時
　　　　　（予定）
場　　所　飯山市菜の花公園
募集締切　４月15日㈪
募集要項　ホームページをご覧くだ
　　　　　さい。

北野大塾主催シンポジウム開催 第36回 いいやま菜の花まつり
ハッピーイエローダンス

フェスティバル出場者募集

飯 山 市津 南 町

野沢温泉村木島平村

岳北地域＆津南情報コーナー
＋みゆき野かわら版 津南情報

飯山線や津南町の魅力を語る前新潟県副知事の
寺田吉道さん
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１月火災・救助・救急出動件数

最高気温 5.9℃ 1月15日㈫

最低気温 −10.2℃ 1月10日㈭

平均気温 −0.5℃ 総 雨 量 396.0㎜

栄村の気象（１月）

世帯数 818世帯 前月比−5
人　口 1,845人 −9

男 882人 −4
女 963人 −5

出生 1
死亡 8
転入 1
転出 3

世帯と人口（２月１日現在） １月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 1 0 119 飯山日赤� 10

津南病院�     3
そ の 他� 3
不 搬 送� 0
合　　計� 16
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 0 30

野沢温泉村 0 0 41

栄 村 0 0 16

管 轄 外 等 0 0 0

こわい火事　ひとつ注意で　こない火事

３月の納税等
○国民健康保険税　　　　○介護保険料
○後期高齢者医療保険料　○村営住宅料
○ケーブルテレビ使用料　○教員住宅使用料
○合併浄化槽使用料　　　○保育料
○農業集落排水処理使用料　○温泉使用料
○温泉休憩所使用料　　　　○学童保育料
○雪害救助負担金

◆◆ 編集後記 ◆◆
　平成30年度も残り１か月を切りました。それ
と同時に2019年も４分の１が過ぎています。
　こうした節目の月になると時の流れを実感し
ます。過ぎていく時間をただ生活するのではな
く、目標や目的を持つことで、悔いのない充実
した時間を過ごしたいと考えるようになりまし
た。そうした思いの中で私自身今年は目標を持
って過ごしています。気の持ちようだと思いま
すが、充実している気がします。目標が達成で
きたら報告したいと思っています。（笑）

生活カレンダー３月
７
日
㈭　

保
育
園
雪
上
運
動
会

【
北
信
保
育
園　

9
時
】

10
日
㈰　

自
然
学
校
【
こ
ら
っ
せ
】

12
日
㈫　

園
開
放
日
【
北
信
保
育
園　

９
時
】

15
日
㈮　

栄
中
卒
業
式【
栄
中
学
校　

８
時
30
分
】

　
　
　
　

栄
小
卒
業
式【
栄
小
学
校　

13
時
30
分
】

17
日
㈰　

納
豆
づ
く
り
①
【
こ
ら
っ
せ
】

24
日
㈰　

み
そ
づ
く
り
教
室
【
こ
ら
っ
せ
】

25
日
㈪　

北
信
保
育
園
卒
園
式

【
北
信
保
育
園　

９
時
30
分
】

26
日
㈫　

心
配
ご
と
相
談
会【

旧
医
師
住
宅　

９
時
】

29
日
㈮　

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙　

告
示
日

30
日
㈯　

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙　

期
日
前
投
票

７
日
㈭　

心
と
か
ら
だ
の
相
談
会

【
第
一
会
議
室　

14
時
】

12
日
㈫　

離
乳
食
教
室
【
集
団
検
診
室　

10
時
】

16
日
㈯　

い
き
い
き
サ
ロ
ン

【
高
齢
者
セ
ン
タ
ー　

10
時
30
分
】

18
日
㈪　

あ
そ
び
の
教
室

【
北
信
保
育
園　

９
時
30
分
】

22
日
㈮　

介
護
支
援
講
演
会【会

議
研
修
室　

13
時
】

行
事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　４月１日㈪です
口座振替日
　農協・郵便局　　　3月22日㈮
　八十二銀行・県信　3月25日㈪

裕
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「
こ
の
ま
ま
だ
と
こ
の
村
や
ば
く
な
い
？
」

「
な
ん
か
楽
し
く
な
い
ん
だ
よ
ね
。」「
じ
ゃ
あ
、

み
ん
な
で
何
が
で
き
る
の
か
考
え
よ
う
よ
。」

こ
ん
な
話
を
き
っ
か
け
に
、
月
に
１
回
の
ペ
ー

ス
で
、
仕
事
終
わ
り
に
集
ま
れ
る
人
で
集
ま
っ

て
鍋
を
囲
み
な
が
ら
い
ろ
ん
な
話
を
し
た
の
が

４
年
前
で
し
た
。
自
分
た
ち
の
親
世
代
が
、
栄

村
を
若
者
カ
ッ
プ
ル
が
手
を
つ
な
い
で
歩
け
る

よ
う
に
し
た
い
と
夢
を
語
っ
て
い
た
と
聞
き
、

自
分
の
子
供
に
も
栄
村
の
中
で
自
信
を
も
っ
て

成
長
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち

が
楽
し
く
な
い
村
に
子
供
た
ち
が
楽
し
み
を
見

つ
け
る
こ
と
な
ん
て
で
き
な
い
。
村
外
に
出
て

い
る
同
世
代
と
も
つ
な
が
り
た
い
。
そ
ん
な
こ

と
を
考
え
、
夏
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
開
催
し
、

大
人
、
子
供
を
合
わ
せ
て
約
40
人
が
集
ま
っ
て

バ
カ
騒
ぎ
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
メ
ン
バ
ー

と
つ
な
が
っ
て
青
年
会
と
し
て
様
々
な
活
動
し

て
き
ま
し
た
。

　

大
勢
集
ま
れ
ば
や
り
た
い
こ
と
、
で
き
る
こ

と
が
グ
ッ
と
広
が
り
ま
し
た
。「
稼
げ
る
農
業

が
で
き
れ
ば
最
高
だ
よ
な
。」
そ
ん
な
話
を
し

な
が
ら
、
高
齢
化
等
の
問
題
か
ら
地
域
で
作
付

け
が
で
き
な
く
な
っ
た
田
ん
ぼ
を
再
生
し
ま
し

た
。
地
域
の
方
に
も
協
力
を
し
て
も
ら
い
な
が

ら
、
水
見
や
草
刈
り
な
ど
農
業
の
苦
労
を
経
験

し
、
製
品
化
し
て
都
市
部
の
団
体
へ
販
売
を
し

ま
し
た
。そ
ん
な
活
動
を
仲
間
と
行
い
な
が
ら
、

自
分
た
ち
が
楽
し
ん
で
い
る
背
中
を
下
の
世
代

が
見
て
、
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

　

こ
こ
最
近
は
村
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
協

力
を
し
て
い
ま
す
。
夏
に
は
子
供
た
ち
と
一
緒

に
『
さ
か
え
む
ら
子
ど
も
ま
つ
り
』
を
企
画
し

た
り
、汗
を
か
き
な
が
ら
『
さ
か
え
夏
ま
つ
り
』

で
た
こ
焼
き
の
販
売
、
津
南
町
上
郷
地
区
と
の

つ
な
が
り
で
『
し
な
ち
く
ま
つ
り
』
へ
の
参
加
、

冬
に
は
『
さ
か
え
雪
ん
子
ま
つ
り
』
で
う
ど
ん

の
販
売
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
挙
げ

る
と
１
年
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
楽

し
ん
で
ま
す
。

　

１
人
で
で
き
な
い
こ
と
も
仲
間
が
い
る
と
楽

し
く
で
き
る
こ
と
っ
て
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
だ
な

っ
て
思
い
ま
す
。
青
年
っ
て
い
つ
ま
で
の
こ
と

を
言
う
の
か
な
？
栄
村
に
も
っ
と
若
い
奴
が
増

え
れ
ば
い
い
な
。
な
ん
て
考
え
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
も
栄
村
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

栄
村
青
年
会　
　
　
　
　
　

代 

表　

樋
口
祐
介

みんなで
　何ができるか

考えようよ！
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2019年度
生涯学習事業のお知らせ
●７月７日㈰　栄村駅伝大会　
●10月20日㈰　栄村総合文化祭
詳細は告知放送・チラシ等でお知らせします。

こ
ら
っ
せ
通
信

　

栄
村
の
冬
文
化
に
ワ
ラ
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
豪
雪
地
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き

た
ワ
ラ
細
工
。
昔
は
生
活
に
欠
か
せ
な

い
靴
や
民
具
を
作
り
だ
し
て
き
ま
し
た

が
、
現
代
の
日
常
に
は
必
要
が
な
く
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ゼ
ン
マ

イ
を
干
す
た
め
に
ネ
コ
を
求
め
て
い
る

人
や
、
栄
村
の
特
産
で
あ
る
ね
こ
つ
ぐ

ら
を
買
い
求
め
る
人
、
地
域
の
伝
統
を

継
承
す
る
た
め
に
ワ
ラ
靴
や
蓑み

の

を
買
い

求
め
る
人
等
、
今
で
も
需
要
の
あ
る
ワ

ラ
細
工
の
技
術
が
栄
村
に
は
残
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
絶
え
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
ま
た
そ
れ
ら
の
技
術
を
活
か
し

て
小
物
や
飾
り
と
い
っ
た
新
た
な
イ
ン

テ
リ
ア
グ
ッ
ズ
が
誕
生
す
る
こ
と
を
期

待
し
、
栄
村
公
民
館
で
は
、
技
術
の
掘

り
起
し
や
ワ
ラ
細
工
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

▲むしろばたの復元

▲２月15日　つぐら教室

　ワラ細工に関心のある方が気軽にワラに触
れることができるよう、「つぐら」「履物」「米
俵」とワラ細工教室を開催しています。これ
から春に向けて、比較的ゆとりのある季節。
ワラで何かを作ってみたい方、ワラを家で広
げることができない方は、教室開催に限らず、
いつでも栄村公民館へお問合せください。（村
内在住者に限らせていただきます。）

　２月２３日㈯、栄村青少年育成協議会主催の子
どもみみだんご教室が開催され、保育園児から
保護者まで２０名の方が参加し、にぎやかに栄村
の郷土食を学びました。

子どもみみだんご教室開催

ワラ細工教室開催中!!

こらっせ来館者数
・来館者（平成30年４月～平成31年２月末）
　………………………………………�1,699名
・オープン（平成28年８月）からの累計
　………………………………………�6,119名

　２月１９日㈫栄小学校３学年６名の児童が昔の
道具を学習するため、社会見学に来ました。蓄音
機や火

ひ

熨
の

斗
し

（炭を入れて使うアイロン）に興味
津々…。

震災で救出された民具が役に立っています
▲

蓄
音
機
で
レ
コ
ー
ド
を
視
聴
中
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食
品
添
加
物
に
つ
い
て

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
食
品
添
加
物　

危
険
性
」と
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
と
、

安
全
を
主
張
す
る
も
の
や
危
険
性
を
訴
え

る
も
の
ま
で
、
様
々
な
情
報
が
ヒ
ッ
ト
し

ま
す
。

　

国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
（
F
A
O
）

及
び
世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
に
よ
り

設
置
さ
れ
た
コ
ー
デ
ッ
ク
ス
が
定
め
た

「
食
品
添
加
物
に
関
す
る
コ
ー
デ
ッ
ク
ス

一
般
規
格
」
に
よ
る
と
、
食
品
添
加
物
と

は
、「
栄
養
価
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
通

常
は
そ
れ
自
体
を
食
品
と
し
て
消
費
す
る

こ
と
な
く
、
食
品
の
典
型
的
な
原
材
料
と

し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
物
資
で
あ

り
、
食
品
の
製
造
、
加
工
、
精
製
、
処
理
、

重
鎮
、
包
装
、
運
搬
又
は
保
存
に
お
い
て
、

技
術
的
な
目
的
で
食
品
に
意
図
的
に
添
加

し
た
結
果
、
─
中
略
─
そ
の
よ
う
な
結
果

が
合
理
的
に
期
待
さ
れ
る
物
質
を
い
う
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
摂

取
許
容
量
に
つ
い
て
「
認
知
で
き
る
健
康

上
の
リ
ス
ク
な
し
に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

毎
日
摂
取
可
能
な
食
品
添
加
物
の
量
を
体

重
比
で
表
わ
し
た 

J
E
C
F
A（
F
A
O

と
W
H
O
が
合
同
で
運
営
す
る
専
門
家
会

議
） 
に
よ
る
推
定
値
」
と
あ
り
ま
す
が
、

「
体
重
比
」
で
表
し
た
「
推
定
値
」
と
い

う
文
が
気
に
な
り
ま
す
。

　

日
本
で
認
可
さ
れ
て
い
る
添
加
物
は
、

１
５
０
０
種
類
前
後
（
天
然
香
料
等
も
含

む
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の

う
ち
約
３
５
０
品
目
は
石
油
合
成
添
加
物

で
す
。
石
油
合
成
添
加
物
と
い
わ
れ
て
も

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
赤
〇
号
や
黄
色

〇
号
と
い
っ
た
着
色
料
も
そ
の
一
種
で

す
。
日
本
で
は
認
可
さ
れ
て
い
る
も
の
で

も
、
中
に
は
発
ガ
ン
性
が
認
め
ら
れ
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
も

あ
る
よ
う
で
す
。

　

栄
村
公
民
館
図
書
室
に
は
、
食
品
添
加

物
の
専
門
商
社
に
勤
め
て
い
た
方
が
添
加

物
の
情
報
公
開
を
目
的
に
出
版
し
た
「
食

品
の
裏
側
（
東
洋
経
済
新
報
社
）」
と
い

う
書
籍
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、「
添

加
物
と
い
う
も
の
は
、
厚
生
労
働
省
が
一

つ
一
つ
毒
性
の
テ
ス
ト
を
し
て
、
一
定
の

基
準
を
満
た
し
た
も
の
の
み
が
認
定
さ
れ

て
い
る
─
中
略
─
し
か
し
、
そ
れ
は
単
品

使
用
の
場
合
に
お
い
て
の
テ
ス
ト
で
あ
っ

て
、
複
数
の
添
加
物
を
い
っ
ぺ
ん
に
接
種

し
た
ら
ど
う
な
る
か
と
い
う
実
験
は
充
分

に
な
さ
れ
て
い
な
い
」「
国
が
認
可
し
て

い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
絶
対
に
安
全
だ
と

は
必
ず
し
も
言
い
切
れ
な
い
の
が
、
食
品

添
加
物
の
世
界
」
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

普
段
使
用
し
て
い
る
身
近
な
調
味
料
に

つ
い
て
も
、「
上
白
糖
を
カ
ラ
メ
ル
色
素

で
染
め
て
三
温
糖
と
し
て
売
り
出
し
て
い

る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
添
加
物
を
添
加

し
た
し
ょ
う
ゆ
風
調
味
料
や
み
り
ん
風
調

味
料
が
出
回
っ
て
い
ま
す
。
本
書
に
よ
れ

ば
、
一
般
的
に
日
本
人
が
接
種
す
る
添
加

物
の
量
は
１
日
平
均
10
グ
ラ
ム
と
言
わ
れ

一
石
を
投
じ
る

食
の
安
全
っ
て

な
ん
だ
ろ
う

　
「
食
は
命
な
り
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る

と
お
り
、
私
た
ち
の
体
は
食
べ
物
で
で
き

て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
雑
誌
等
で
、
生
活

習
慣
病
を
予
防
す
る
食
品
が
紹
介
さ
れ
る

た
び
に
、
そ
の
食
品
が
ス
ー
パ
ー
か
ら
な

く
な
る
と
い
っ
た
報
道
も
よ
く
目
に
し
ま

す
が
、
そ
れ
だ
け
健
康
長
寿
で
あ
り
た
い

と
願
う
人
が
多
い
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

昨
年
６
月
～
７
月
、
栄
村
で
は
全
村
民

を
対
象
に
「
食
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
に
は
、
就
学
前
～
90
歳
を
超
え
る

1
1
1
0
名
と
多
く
の
方
か
ら
回
答
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
、
食
育
へ
の
関

心
や
郷
土
料
理
へ
の
関
心
、
普
段
の
食
事

で
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
、
と
い
っ
た
質

問
項
目
が
主
で
す
が
、
最
後
の
自
由
記
載

で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
に
関
す
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
食
の
安
全
性
に
関
す
る
記

載
が
あ
り
、
村
民
が
「
食
品
の
安
全
性
」

に
関
心
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
「
食
の
安
全
」
を
テ
ー
マ
に
、
公
民
館

報
で
も
何
度
か
取
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
が
混
入
す
る
冷
凍
食
品

や
賞
味
期
限
の
偽
装
、セ
シ
ウ
ム
問
題
等
、

食
品
に
関
す
る
情
報
は
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で

も
た
び
た
び
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
あ
る
「
食
品
添
加

物
」
や
「
農
薬
・
化
学
肥
料
」
に
つ
い
て

は
あ
ま
り
報
道
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
添
加
物
や
農
薬
・
化
学
肥
料
の
お
か

げ
で
ど
こ
で
も
食
べ
も
の
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
い
つ
で
も
立
派
な
野
菜
を
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
る
世
の
中
に
な
り
ま
し
た

が
、
ど
の
よ
う
な
実
態
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

自
由
記
載
で
あ
っ
た
意
見

○
人
工
甘
味
料
な
ど
食
品
添
加
物
や
遺

伝
子
組
み
換
え
の
知
識
が
広
ま
る
と

よ
い

○
添
加
物
が
多
い
の
は
体
に
良
く
な
い

と
思
う
の
で
、
加
工
肉
や
練
り
物
等

の
食
品
を
あ
ま
り
と
ら
な
い
よ
う
に

し
て
い
る

○
自
家
製
野
菜
は
農
薬
・
化
学
肥
料
を

使
用
し
な
い
こ
と
が
大
切
だ
と
思

う
。

○
自
分
が
食
べ
て
い
る
も
の
が
本
当
に

安
全
か
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
世
界
よ
り
か
な
り
遅
れ
て
い
る

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
産
物
に
本
腰
を
入

れ
て
取
り
組
む
べ
き�

他
12
件
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環
農
法
に
取
り
組
み
、
注
目
さ
れ
て
い
る

方
は
全
国
各
地
に
お
り
、
た
く
さ
ん
の
書

籍
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
治
体
に
よ

っ
て
は
、
石
川
県
羽
咋
市
の
よ
う
に
Ｊ
Ａ

と
と
も
に
自
然
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
、
農
作
物
だ
け
で
な
く
、

環
境
問
題
も
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

食
は
命
な
り

　

添
加
物
に
つ
い
て
も
、
農
薬
・
化
学
肥

料
に
つ
い
て
も
、
安
全
と
主
張
す
る
も
の

に
、
危
険
性
を
呼
び
か
け
る
も
の
に
様
々

な
情
報
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
何
を
信
じ
て
、ど
う
行
動
す
る
の
か
─
。

　

ど
こ
で
も
食
べ
物
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
形
の
そ
ろ
っ
た
野
菜
で
ス
ー
パ
ー
が

彩
ら
れ
る
一
方
、
戦
後
は
あ
ま
り
見
ら
れ

な
か
っ
た
ア
ト
ピ
ー
や
ア
レ
ル
ギ
ー
に
悩

む
人
が
増
え
、
二
人
に
一
人
が
ガ
ン
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
る
現
代
で
す
。
循
環
農

法
に
取
り
組
む
方
が
「
食
べ
る
こ
と
は
生

き
る
こ
と
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
自

分
が
ど
ん
な
食
材
を
食
べ
て
い
る
か
に
関

心
を
持
つ
こ
と
が
、
自
分
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
や
孫
、
子
孫
ま
で
命
を
つ
な
ぐ
こ

と
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
参
考
文
献
】

〇
安
部 

司
（
２
０
０
５
）「
食
品
の
裏
側
」

東
洋
経
済
新
報
社

〇
木
村
秋
則　

高
野
誠
鮮
（
２
０
１
６
）

て
お
り
、
年
間
に
す
る
と
約
４
キ
ロ
に
も

な
る
よ
う
で
す
。
安
い
か
ら
と
手
に
取
っ

て
い
る
食
品
に
は
実
は
さ
ま
ざ
ま
な
添
加

物
が
添
加
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

著
者
も
「
こ
れ
ほ
ど
食
品
添
加
物
が
蔓

延
し
て
い
る
世
の
中
で
は
、
私
た
ち
の
食

生
活
に
お
い
て
、
添
加
物
を
『
ゼ
ロ
』
に

す
る
の
は
、
現
実
問
題
と
し
て
不
可
能
」

だ
と
述
べ
、
す
べ
て
の
料
理
を
手
作
り
す

る
こ
と
の
大
変
さ
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
添
加
物
と
の
上
手
な
付

き
合
い
方
と
し
て
、「
１
週
間
と
い
う
ス

パ
ン
で
考
え
」、「
２
、３
日
加
工
食
品
の

日
が
あ
っ
て
も
よ
い
」。「
自
分
が
何
を
食

べ
て
い
る
か
を
『
知
っ
て
』
食
べ
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

農
薬
・
化
学
肥
料
に
つ
い
て

　

今
日
本
は
、
全
国
ど
こ
で
も
季
節
を
問

わ
ず
、
様
々
な
野
菜
を
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
交
通
の
便
が
良
く
な
っ
た
だ

け
で
な
く
、
農
薬
や
化
学
肥
料
の
お
か
げ

と
い
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｆ
Ａ
Ｏ
が
２
０
１
０
年
に
行
っ
た
経
済

開
発
協
力
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
加
盟
国

（
36
か
国
が
加
盟
）
の
農
薬
使
用
量
調
査

に
よ
る
と
、
日
本
の
農
薬
使
用
量
は
、
中

国
、
韓
国
に
次
ぐ
第
３
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
調
査
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
よ

う
で
す
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
農
薬
使
用
率

が
世
界
の
上
位
に
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

さ
そ
う
で
す
。

　

日
本
の
農
業
は
、
昭
和
35
年
頃
か
ら
、

良
品
質
の
野
菜
を
大
量
生
産
す
る
こ
と
を

目
的
に
農
薬
や
化
学
肥
料
が
推
奨
さ
れ
、

全
国
各
地
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。昭
和
37
年
の
栄
村
公
民
館
報
に
も
、

「
最
近
化
成
肥
料
が
色
々
な
成
分
を
含
ん

で
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
消
費
量
が

急
に
伸
び
て
き
ま
し
た
」
と
い
っ
た
掲
載

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
栄
村
で
も
こ
の
頃
か

ら
化
学
肥
料
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺

え
ま
す
。
し
か
し
、
昭
和
40
年
に
は
、「
新

し
い
農
薬
が
次
々
に
出
て
農
作
物
の
病
気

を
防
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
農
民
に
農

薬
中
毒
症
状
が
多
く
み
ら
れ
る
」
と
農
薬

中
毒
を
警
告
し
、
暑
く
て
も
防
毒
装
備
を

す
る
こ
と
、
妊
婦
は
触
ら
な
い
こ
と
等
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
奇
跡
の
リ
ン
ゴ
」
で
一
躍
有
名
に
な

っ
た
木
村
秋
則
さ
ん
（
青
森
県
在
住
）
が
、

リ
ン
ゴ
を
自
然
栽
培
で
育
て
よ
う
と
決
意

し
た
の
は
、
農
薬
を
散
布
す
る
た
び
に
体

調
を
崩
す
妻
の
た
め
だ
と
い
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
11
年
か
け
て
自
然
栽
培
で
リ
ン
ゴ

を
生
産
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
す
。
現
在

で
は
、リ
ン
ゴ
を
栽
培
す
る
だ
け
で
な
く
、

自
然
栽
培
を
普
及
す
る
た
め
全
国
各
地
で

講
演
を
行
っ
て
お
り
、
自
然
栽
培
の
農
産

物
を
食
べ
て
い
る
方
か
ら
は
「
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
が
軽
く
な
っ
た
」「
ぜ
ん
そ
く

の
症
状
が
出
な
く
な
っ
た
」
と
い
っ
た
声

が
次
々
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

木
村
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
自
然
栽
培
や
循

「
日
本
の
農
業
再
生
論
」
講
談
社

〇
赤
峰
勝
人
（
１
９
９
６
）「
ニ
ン
ジ
ン

か
ら
宇
宙
へ
」　

株
式
会
社
ス
パ
イ
ク

〇
栄
村
公
民
館
（
１
９
８
６
）「
栄
村
公

民
館
報
縮
刷
版
」

〇
厚
生
労
働
省　

医
療
・
保
健
「
食
品
添

加
物
」

　

(h
ttp

s://w
w

w
.m

h
lw

.g
o

.jp
/

stf/seisakunitsuite/bunya/
kenkou_iryou/shokuhin/syok

　

uten/index.htm
l

）

　

２
０
１
９
年
２
月
27
日
現
在

〇
農
林
水
産
省
Ｈ
Ｐ　

日
本
語
版
コ
ー
デ

ッ
ク
ス
規
格

　
（h

ttp
://w

w
w

.m
a

ff.g
o

.jp
/

j/s
y

o
u

a
n

/k
iju

n
/c

o
d

e
x

/
standard_list/

）

　

２
０
１
９
年
２
月
27
日
現
在

〇
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
情
報
デ

ー
タ
サ
ー
ビ
ス
最
新
が
ん
統
計

　
（https://ganjoho.jp/reg_stat/

statistics/stat/sum
m

ary.htm
l

）

２
０
１
９
年
２
月
27
日
現
在

〇
社
会
事
情
デ
ー
タ
図
録　

主
要
国
の
農

薬
使
用
量
推
移

　
（https://honkaw

a2
.sakura.

ne.jp/0540.htm
l

）

　

２
０
１
９
年
２
月
27
日
現
在

〇
ホ
ワ
イ
ト
フ
ー
ズ
ニ
ュ
ー
ス

　
（https://new

s.w
hitefood.co.

　

jp/new
s/tenkabutsu/8

3
9

2
/

）

　

２
０
１
９
年
２
月
27
日
現
在
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栄
村
に
暮
ら
す
若
者
は
何
を
感
じ
、
ど

ん
な
思
い
で
暮
ら
し
て
い
る
の
か
…
。
若

者
の
思
い
を
探
ろ
う
と
開
催
し
た
座
談

会
。
今
回
は
Ｉ
タ
ー
ン
者
・
女
性
が
主
で

し
た
が
、
７
名
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

座
談
会
参
加
者
の
紹
介

▼
上
倉
昇
悟
さ
ん
（
栄
村
出
身
・
箕
作
在
住
）

　

高
校
卒
業
後
、
愛
知
の
大
学
へ
進
学
。
現

在
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
勤
務
し
て
い
る
。

村
に
戻
っ
た
き
っ
か
け
は
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
祭
が
好
き
で
、
祭
・
獅
子
舞
を
継
承
し
て

い
き
た
い
と
い
う
の
が
９
割
。
栄
村
に
暮
ら

し
て
み
て
、
箕
作
は
若
者
も
多
い
の
で
特

に
若
者
が
い
な
い
と
感
じ
る
こ
と
は
な
い
が
、

村
全
体
を
み
る
と
若
者
が
少
な
い
地
区
が
多

い
。
ど
う
し
た
ら
若
者
が
増
え
る
の
か
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
な
と
感
じ
て
い
る
。

▼
阿
部
絵
美
さ
ん（
上
田
市
出
身
・
大
久
保
在
住
）

　

6
年
程
前
、
結
婚
を
機
に
栄
村
へ
。
結
婚

当
初
、
主
人
の
兄
弟
が
す
ご
く
素
直
だ
と
感

じ
た
。
栄
村
の
土
地
や
環
境
、
人
の
手
で
育

て
ら
れ
た
の
だ
な
と
感
じ
、
子
ど
も
を
育
て

る
に
は
い
い
環
境
な
ん
だ
ろ
う
な
と
感
じ
て

い
た
。
実
際
に
栄
村
で
暮
ら
し
て
き
て
、
い

い
と
こ
ろ
も
不
便
と
感
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
い
い
と
こ
ろ
を
見
て
い
こ
う
と
思
っ
て

草
刈
り
機
や
除
雪
機
を
マ
ス
タ
ー
し
、
軽
ト

ラ
の
運
転
や
重
機
を
操
作
で
き
た
ら
か
っ
こ

い
い
な
と
思
う
。

▼
鑓
水　

愛
さ
ん（
神
奈
川
県
出
身
・
長
瀬
在
住
）

　

長
野
市
で
勤
め
て
い
た
法
人
が
栄
村
へ
移

転
し
、飯
山
市
か
ら
栄
村
へ
通
っ
て
い
た
が
、

村
の
温
泉
に
通
い
地
元
の
方
と
話
を
す
る
う

ち
に
、
栄
村
に
住
ん
で
い
な
い
こ
と
に
自
負

が
出
て
き
て
、
栄
村
へ
の
移
住
を
決
意
。
昔

か
ら
ド
ラ
マ
の
よ
う
な
近
所
の
人
た
ち
が

「
お
か
え
り
」
と
言
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
と

こ
ろ
で
住
み
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
。

実
際
に
住
ん
で
み
る
と
、
予
想
以
上
に
近
所

の
方
が
見
守
っ
て
く
れ
て
い
て
、
自
分
で
驚

く
ほ
ど
に
自
分
自
身
栄
村
に
ド
は
ま
り
し
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
は
村
の
子
ど
も
た
ち
と
も

っ
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

村
の
な
ん
で
も
で
き
る
父
ち
ゃ
ん
母
ち
ゃ
ん

の
よ
う
に
な
る
の
が
夢
。

▼
宮
川
ま
ゆ
さ
ん（
兵
庫
県
出
身
・
野
田
沢
在
住
）

　

高
校
生
の
頃
か
ら
、専
業
農
家
の
長
男
で
、

そ
の
両
親
と
同
居
で
き
る
人
と
結
婚
し
た
い

と
考
え
て
い
た
が
、
現
実
は
東
京
で
保
育
士

と
し
て
勤
め
田
舎
と
は
縁
が
な
か
っ
た
。
職

場
の
同
僚
が
鑓
水
さ
ん
と
知
り
合
い
で
、
鑓

水
さ
ん
所
属
の
法
人
で
企
画
し
て
い
た
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
栄
村
が
好
き
に
な
っ
た
。

何
度
も
通
う
う
ち
に
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
今
の
主
人

と
出
会
い
結
婚
。
村
の
人
の
生
き
て
い
く
知

恵
が
す
ご
く
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
う
い
っ
た

も
の
を
教
わ
り
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

い
る
。
た
だ
、
集
落
に
一
台
ず
つ
滑
り
台
を

と
は
言
わ
な
い
が
、
子
ど
も
が
保
育
園
に
は

い
る
ま
で
は
、
毎
日
ど
の
よ
う
に
遊
ぼ
う
か

と
工
夫
が
必
要
で
難
し
か
っ
た
。

▼
越
智
勇
気
さ
ん
（
福
岡
県
出
身
・
長
瀬
在
住
）

　

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
で
栄
村
へ
来
た
の

が
き
っ
か
け
。
同
じ
日
本
で
も
い
ろ
い
ろ
な

文
化
が
あ
る
こ
と
に
関
心
を
持
ち
、
雪
国
へ

行
っ
て
み
た
か
っ
た
。
栄
村
に
来
て
、
村
の

人
達
が
自
然
と
共
に
暮
ら
し
て
い
る
様
子
、

天
候
に
体
や
自
分
の
時
間
を
併
せ
て
暮
ら
し

て
い
る
そ
の
様
子
が
興
味
深
か
っ
た
。
現
在

で
も
山
の
こ
と
を
沢
山
教
え
て
も
ら
え
る
の

で
い
い
な
と
思
う
。
た
だ
、
地
区
や
消
防
等

さ
ま
ざ
ま
な
役
が
徐
々
に
増
え
、
ど
う
折
り

合
い
を
つ
け
て
い
く
か
悩
ん
で
い
る
。
子
ど

も
が
生
ま
れ
た
時
に
、
近
く
に
同
じ
世
代
の

子
ど
も
が
い
な
い
こ
と
も
悩
み
の
一
つ
。

▼
保
坂
直
子
さ
ん
（
東
京
都
出
身
・
月
岡
在
住
）

　

東
京
で
勤
め
て
い
た
保
育
園
が
、
栄
村
で

自
然
体
験
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
の
が
き
っ

か
け
で
、
縁
あ
っ
て
栄
村
へ
。
知
ら
な
い
人

で
も
あ
い
さ
つ
を
し
合
う
環
境
が
居
心
地
よ

く
、
自
然
の
中
で
遊
べ
る
場
所
が
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
も
魅
力
だ
と
感
じ
た
。
木
の
実
や

山
菜
等
山
の
事
を
知
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ

ん
い
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ

た
り
発
見
で
き
る
こ
と
が
す
ご
く
楽
し
い
。

家
で
子
育
て
を
し
て
い
る
と
き
は
誰
と
も
話

さ
な
い
時
が
多
か
っ
た
が
、
温
泉
に
通
う
こ

と
で
話
を
聞
い
て
く
れ
る
人
や
子
ど
も
を
着

替
え
さ
せ
て
く
れ
る
人
が
い
る
。
自
分
か
ら

出
て
い
か
な
い
と
得
ら
れ
な
い
事
で
も
あ
る

と
思
う
が
、
た
く
さ
ん
の
方
に
支
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
東
京
で
は
得
ら
れ
な
い
事
。

▼
山
田
理
恵
子
さ
ん（
長
野
市
出
身
・
長
瀬
在
住
）

　

村
の
方
と
結
婚
し
、
お
互
い
の
勤
務
先
を

考
慮
し
て
飯
山
市
に
住
む
。
子
ど
も
が
生
ま

れ
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
集
ま
り
に
誘
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
日
常
の
中
で
お
母
さ
ん
た
ち

と
付
き
合
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
栄
村

へ
移
住
。
長
瀬
は
子
ど
も
が
少
な
く
て
、
ど

う
ろ
く
じ
ん
に
参
加
し
た
子
ど
も
も
家
だ
け

だ
っ
た
。
で
も
子
ど
も
服
の
お
下
が
り
を
も

ら
っ
た
り
、
地
震
の
時
に
声
を
か
け
て
く
れ

た
り
、
用
事
で
子
ど
も
を
預
か
っ
て
ほ
し
い

時
に
見
て
く
れ
る
人
が
い
る
環
境
が
あ
り
が

た
い
。
ま
た
、
昔
な
が
ら
の
み
み
だ
ん
ご
や

ゼ
ン
マ
イ
干
し
と
い
っ
た
伝
わ
っ
て
き
て
い

る
も
の
が
日
常
の
中
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
長
野
市
や
飯
山
市

で
は
で
き
な
い
こ
と
。
子
ど
も
に
万
が
一
の

こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に
大
き
な
病
院
が
な
い

こ
と
が
不
安
で
は
あ
る
が
、
み
ん
な
に
温
か

く
見
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
が
た
い
。

【
子
育
て
環
境
の
Ｐ
Ｒ
】

鑓
水
：
新
し
い
建
物
は
い
ら
な
い
か
な
。
生

ま
れ
た
時
か
ら
高
校
ま
で
の
教
育
や

地
域
と
子
ど
も
た
ち
の
関
わ
り
が
、

戻
っ
て
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
つ

な
が
る
と
思
う
。
Ｉ
タ
ー
ン
者
も
も

ち
ろ
ん
来
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、
ま

ず
は
地
元
の
子
ど
も
た
ち
は
戻
っ
て

こ
れ
る
よ
う
に
し
た
方
が
い
い
。
親

が
「
こ
ん
な
村
に
帰
っ
て
来
て
も
何

も
な
い
だ
ろ
う
」
と
考
え
て
い
た
ら

戻
っ
て
く
る
わ
け
が
な
い
。
戻
っ
て

若
者
定
住
の
ヒ
ン
ト
は

ど
こ
に
あ
る
？

若
者
の
思
い
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お
い
で
と
か
、
子
育
て
環
境
が
よ
く

な
っ
て
い
れ
ば
帰
っ
て
く
る
き
っ
か

け
に
も
な
る
し
、
子
育
て
環
境
の
Ｐ

Ｒ
が
で
き
れ
ば
、
子
育
て
環
境
を
探

し
て
い
る
家
庭
も
移
住
し
て
く
る
か

も
し
れ
な
い
。

山
田
：
今
の
中
学
生
は
栄
村
に
戻
り
た
い
と

言
っ
て
い
る
子
が
い
る
。
中
学
で
み

み
だ
ん
ご
や
わ
ら
細
工
と
い
っ
た
村

の
事
を
学
べ
る
機
会
が
あ
る
こ
と
は

魅
力
だ
と
思
う
。

鑓
水
：
小
学
校
も
豆
腐
づ
く
り
を
や
っ
て
い

た
ね
。
今
学
校
や
保
育
園
が
取
り
入

れ
て
い
る
こ
と
だ
っ
て
充
分
魅
力
的

な
事
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
う
い
っ

た
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
け
た
ら
い
い

ね
。

阿
部
：
少
人
数
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
で
も
あ

る
よ
ね
。
大
人
数
だ
っ
た
ら
見
る
だ

け
の
子
も
い
そ
う
だ
け
ど
、
少
人
数

だ
か
ら
こ
そ
全
員
が
関
わ
れ
る
。

【
村
の
人
と
つ
な
が
る
こ
と
が
鍵
】

宮
川
：
毎
月
の
広
報
で
人
口
減
を
確
認
し
て

い
る
が
、
減
っ
て
い
る
と
や
は
り
さ

み
し
い
。
働
く
場
所
が
あ
っ
て
も
家

庭
を
支
え
て
い
け
る
ほ
ど
の
仕
事
が

あ
る
か
と
い
う
と
な
か
な
か
難
し
い

の
か
な
。
便
利
な
と
こ
ろ
で
暮
ら
し

て
い
た
人
が
栄
村
に
来
る
と
不
便
で

な
か
な
か
大
変
な
の
で
は
な
い
か
。

不
便
さ
を
楽
し
め
る
と
か
、
不
便
以

上
に
楽
し
め
る
何
か
が
な
い
と
難
し

い
の
か
な
。

阿
部
：
で
も
今
は
割
と
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
と
か

そ
う
い
う
も
の
に
興
味
の
あ
る
若
者

が
多
い
の
で
は
な
い
か
な
と
思
う
。

り
若
者
と
高
齢
者
が
交
流
す
る
写
真

を
使
用
し
て
い
て
、「
暮
ら
し
」
に

上
手
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
デ
ザ

イ
ン
を
学
ん
で
き
た
人
材
も
栄
村
に

い
る
か
ら
、
村
の
人
材
を
う
ま
く
活

か
し
た
ら
い
い
な
と
思
う
。

宮
川
：
上
倉
君
は
、
同
級
生
に
戻
っ
て
こ
い

よ
！
と
か
言
い
た
い
？

上
倉
：
ん
～
ど
う
で
す
か
ね
…
。
世
代
に
よ

っ
て
戻
っ
て
き
て
い
る
学
年
と
そ
う

で
な
い
学
年
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。

宮
川
：
な
ん
で
戻
っ
て
こ
い
よ
！
と
言
い
づ

ら
い
の
？

上
倉
：
や
っ
ぱ
り
仕
事
で
す
か
ね
。
冬
の
事

を
考
え
る
と
近
隣
に
通
え
よ
！
と
も

言
い
づ
ら
い
。
僕
は
た
ま
た
ま
社
協

の
募
集
が
あ
っ
た
か
ら
よ
か
っ
た
で

す
け
ど
、
な
か
っ
た
ら
仕
事
に
困
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

鑓
水
：
私
は
、
仕
事
は
な
ん
で
も
あ
る
の
か

な
と
思
う
。
選
ば
な
き
ゃ
っ
て
言
っ

た
ら
あ
れ
だ
け
ど
、
今
の
時
代
や
り

た
い
こ
と
を
仕
事
に
で
き
る
時
代
に

な
っ
て
き
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

阿
部
：
仕
事
だ
け
を
考
え
れ
ば
難
し
い
こ
と

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
逆
に

鑓
水
さ
ん
の
よ
う
に
お
も
し
ろ
い
こ

と
を
や
り
た
い
と
考
え
て
い
る
人
が

多
い
と
思
う
。
お
金
と
離
れ
る
け

ど
、
工
夫
次
第
で
こ
こ
の
土
地
と
か

人
付
き
合
い
を
活
か
し
て
、
お
も
し

ろ
い
事
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
人
が

多
い
。
話
し
て
い
る
う
ち
に
あ
ぁ
し

よ
う
、
こ
う
し
よ
う
と
い
ろ
い
ろ
な

意
見
が
出
て
き
て
自
分
た
ち
で
実
行

し
て
い
る
し
、
自
分
た
ち
で
や
り
た

い
こ
と
が
な
ん
で
も
で
き
る
場
所
な

そ
う
い
う
書
籍
や
映
画
も
出
て
い

る
。
子
育
て
世
代
も
含
め
て
そ
う
い

う
人
が
い
る
と
思
う
し
、
実
際
に
宮

川
さ
ん
み
た
い
な
方
も
い
る
。
そ
う

い
う
人
た
ち
を
ど
ん
な
ご
縁
で
連
れ

て
こ
れ
る
か
が
カ
ギ
な
の
で
は
。
田

舎
暮
ら
し
を
望
む
人
は
あ
る
程
度
分

か
っ
て
い
る
と
思
う
か
ら
、
ど
う
つ

な
げ
て
栄
村
ま
で
連
れ
て
こ
れ
る
か

な
の
か
な
。

越
智
：
僕
が
協
力
隊
で
来
た
時
に
、
阿
部
さ

ん
の
旦
那
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
と
誘
っ

て
く
れ
た
。
そ
れ
が
な
か
っ
た
ら
今

栄
村
に
居
な
い
と
思
い
ま
す
。

阿
部
：
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
の
話
を
聞
い

て
み
た
い
し
、
そ
う
い
っ
た
人
と
つ

な
が
り
た
い
よ
ね
。
特
に
同
世
代
の

つ
な
が
り
は
大
事
だ
よ
ね
。

鑓
水
：
で
き
れ
ば
同
性
で
同
世
代
が
い
い
の

か
な
。

阿
部
：
安
心
は
す
る
よ
ね
。

鑓
水
：
行
政
だ
け
で
は
つ
な
げ
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
る
と
思
う
し
、
定
住
に
何
か

協
力
で
き
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
遠
慮

な
く
頼
っ
て
ほ
し
い
。
移
住
し
て
き

て
く
れ
た
ら
私
た
ち
も
う
れ
し
い
。

【
暮
ら
し
そ
の
も
の
が
魅
力
的
】

保
坂
：
で
も
実
際
に
村
に
住
み
た
い
と
思
う

人
い
る
の
か
な
。

宮
川
：
村
外
へ
物
産
Ｐ
Ｒ
に
行
っ
た
際
に
移

住
に
つ
い
て
も
Ｐ
Ｒ
で
き
た
ら
い
い

の
で
は
？

鑓
水
：
実
際
に
物
産
Ｐ
Ｒ
に
行
っ
た
こ
と
が

あ
る
が
、
北
信
州
エ
リ
ア
で
出
店
し

た
時
に
、
飯
山
市
や
木
島
平
村
は
ポ

ス
タ
ー
写
真
を
わ
ら
細
工
で
あ
っ
た

ん
だ
な
と
思
う
こ
と
が
多
い
。
仕
事

と
な
る
と
大
変
な
の
か
も
し
れ
な
い

け
ど
…
。

鑓
水
：
い
ろ
い
ろ
や
り
や
す
い
時
代
に
は
な

っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
だ
っ
て
ど
こ
で
も
見
れ
る
し
、

日
帰
り
で
東
京
に
行
っ
て
こ
れ
る
ん

だ
か
ら
。
流
行
り
に
乗
っ
か
っ
て
も

一
瞬
で
終
わ
る
か
ら
、
ま
ず
は
自
分

が
こ
こ
で
の
暮
ら
し
を
楽
し
む
こ
と

だ
と
思
う
。
地
域
を
元
気
に
し
た

　
　
　

い
! !
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
そ
う
す

る
こ
と
で
だ
ん
だ
ん
と
苦
し
く
な
っ

て
い
た
。
そ
れ
よ
り
は
暮
ら
し
を
楽

し
ん
で
発
信
し
て
い
け
ば
、
共
感
し

た
人
が
つ
い
て
き
て
く
れ
る
の
か
な

っ
て
。
今
い
る
み
ん
な
で
い
い
暮
ら

し
が
作
っ
て
い
け
る
と
い
い
な
と
思

っ
て
い
る
。

阿
部
：
そ
う
だ
ね
。
つ
い
て
き
て
く
れ
る
か

も
ね
。

鑓
水
：
人
の
つ
な
が
り
は
大
事
だ
よ
ね
。
楽

し
く
暮
ら
し
て
い
き
た
い
っ
て
そ
の

気
持
ち
も
ね
。
栄
村
は
い
い
と
こ
ろ

で
す
よ
。



（20）公民館報�さ か え平成31年３月１日

地域史料保全有志の会
鈴木 努（通称：ど先生）
イラスト作成：佐藤洋平

　

ま
だ
雪
深
い
日
々
が
続
き
ま
す

が
、
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。
前
回
は
年
取
り
魚
の
お
話

し
を
し
て
、
古
文
書
の
話
題
を
お
休

み
し
ま
し
た
。前
々
回
に
も
ど
っ
て
、

鮭
漁
に
ま
つ
わ
る
古
文
書
の
話
題
に

戻
り
ま
し
ょ
う
。

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　
〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜
　
其
の
三
十
一

『
鮭
獲
り
の
権
利
を
売
る
』 （
五
）

　

堀
直
寄
が
飯
山
か
ら
高
田
に
移
っ
た

あ
と
、
栄
村
域
の
領
主
は
一
七
世
紀
を

通
じ
佐
久
間
家
・
幕
府
・
松
平
家
と
交

代
し
、
宝
永
三
年
に
は
幕
府
領
（
窪
島

代
官
）
と
永
井
家
支
配
と
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
間
に
、
栄
村
域
の
村
々

に
鮭
役
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

村
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る
一
番
古
い
鮭

役
の
記
録
は
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）

十
一
月
付
け
で
森
村
の
与
右
衛
門
に
宛

て
ら
れ
た
鮭
役
請
取
り
手
形
で
す
。
こ

の
時
の
森
村
は
飯
山
藩
松
平
家
の
領
地

で
、
藩
主
は
初
代
・
松
平
忠
倶
で
し
た
。

こ
の
時
期
の
鮭
役
の
掛
り
方
は
、
宝
永

三
年
（
一
七
〇
六
）
の
村
指
出
帳
（
広

瀬
博
明
家
文
書
。『
栄
村
史　

水
内
編
』

に
も
載
っ
て
い
ま
す
）
に
よ
れ
ば
こ
の

よ
う
な
も
の
で
し
た
。

　

一
、
川
運
上
、
鮭
拾
三
尺
御
役
さ
け
、

但
シ
目
下
長
壱
尺
五
寸
魚
指
上

申
候
、
鮭
取
不
申
候
年
ハ
壱
尺

ニ
付
銀
五
匁
ツ
ヽ
御
取
被
遊
候

　

鮭
の
「
尺
」
は
「
匹
」
の
意
味
で
す

か
ら
、
森
村
で
は
年
に
一
三
匹
の
御
役

鮭
を
税
と
し
て
納
め
て
お
り
、
鮭
が
獲

れ
な
か
っ
た
年
は
一
匹
に
つ
き
銀
五
匁

で
代
納
し
て
い
ま
し
た
。
広
瀬
家
文
書

の
な
か
の
松
平
家
領
時
代
の
年
貢
算
用

状
（
年
貢
の
領
収
証
）
は
三
・
四
月
、

八
月
付
け
で
出
て
い
ま
す
が
、
前
述
の

慶
安
五
年
の
鮭
役
請
取
り
手
形
は
ち
ょ

う
ど
鮭
の
漁
期
が
終
わ
る
十
一
月
に
出

さ
れ
て
い
る
の
で
、
田
畑
へ
の
年
貢
や

諸
産
業
へ
の
運
上
と
は
別
立
て
で
賦
課

さ
れ
た
よ
う
で
す
。
慶
安
期
の
年
貢
算

用
状
で
は
本
年
貢
が
「
飯
山
払
い
、
な

ら
び
に
江
戸
米
金
銀
を
以
て
払
い
」
と

註
記
さ
れ
、
運
上
も
銀
納
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
年
貢
の
金
納
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
そ
う
考
え
る

と
、別
立
て
で
収
納
さ
れ
た
鮭
運
上
は
、

『
栄
村
史
』
に
あ
る
よ
う
に
原
則
と
し

て
現
物
納
で
、
不
漁
の
時
は
代
銀
納
が

行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、

鮭
運
上
と
は
別
に
初
鮭
・
二
番
鮭
献
上

も
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
指
出
帳
に

は
続
け
て
、初
鮭
一
匹
に
つ
き
籾
二
俵
、

二
番
鮭
に
は
籾
一
俵
の
褒
美
が
与
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

宝
永
三
年
の
村
指
出
帳
は
永
井
家
に

対
し
松
平
家
時
代
の
支
配
の
様
子
を
報

告
し
た
も
の
で
、
森
村
が
永
井
家
か
ら

青
山
家
に
領
知
替
え
さ
れ
た
時
（
正
徳

元
年
・
一
七
一
一
）
の
村
差
出
張
に
も

同
じ
事
が
書
か
れ
て
お
り
、
鮭
運
上
は

江
戸
前
期
の
松
平
家
時
代
の
ま
ま
に
引

▲

宝
永
三
年
森
村
指
出
帳
と
鮭
運
上
・
初
鮭

　
献
上
の
記
事

き
継
が
れ
た
様
子
で
す
。
い
っ
ぽ
う

で
、
千
曲
川
南
岸
に
あ
っ
て
宝
永
三
年

に
幕
府
領
に
組
み
込
ま
れ
た
箕
作
村
で

は
年
貢
の
一
部
と
し
て
鮭
運
上
が
掛
け

ら
れ
、
現
物
で
は
な
く
銀
十
匁
を
納
め

て
い
ま
し
た
。

　

続
き
ま
す
。
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　ご自宅に返しそびれている本はありません
か。図書室の貸し出し期間は２週間です。ど
うしても図書室に来れない方、借りた本が見
つからない方は公民館図書室までご相談くだ
さい。

栄村公民館図書室　☎87-3118

図書室だより

　栄村教育委員会では子どもの読書活動を推進しています。栄村子ど
も読書活動推進委員会では、栄村の子どもたちに出会ってほしい絵本
を広く紹介するため、ブックリストを作成しました。昔から読み継が
れている本や少しお話の長い本もありますが、言葉のリズムが心地の
よい絵本や、冒険絵本、昔話
など、子どもが楽しめる絵本
を厳選しています。
　ブックリストは栄村公民館
図書室にありますので、興味
関心のある方はご自由にお持
ちください。お子さん・お孫
さんへ絵本をプレゼントする
時の参考にもなりますよ。

新着図書の紹介
今年度様々な賞を受賞した話題の図書♪ 食の安全に関する本も入荷しました☆

第160回芥川賞受賞作品
◦ニムロッド� （上田　岳弘） 
◦１Ｒ１分34秒� （町屋　良平）
第160回芥川賞受賞候補作品
◦平成くん、さようなら� （古市　憲寿）
第160回直木賞受賞作品　
◦宝　島� （真藤　順丈）
第160回直木賞候補作品
◦ベルリンは晴れているか� （深緑　野分）
2019年本屋大賞ノミネート作品
◦フーガはユーガ� （伊坂幸太郎）
◦ある男� （平野啓一郎） 
◦愛なき世界� （三浦しをん） 

◦無肥料栽培を実現する本
　～ビギナーからプロまで全ての食の安全を願
　う人々へ～� （岡本よりたか）
◦ニンジンの奇跡
　～畑で学んだ病気にならない生き方～
� （赤峰　勝人）

　その他、絵本や小説も入荷しています。新
着本は

公民館図書室入口に陳列してありますのでご
覧くだ

さい。春のゆとりあるこの時期に、ぜひ公民
館図書

室をご利用ください。移動図書も巡回してお
ります

（３月末まで）。

★栄村公民館図書室開放時間★
平　日　午前８時半～午後５時
土・日　午前９時～正午　　　
※祝日は休館します　　　　　

★栄村公民館図書室休館日★
３月21日㈭・４月27日㈯～５月６日㈪

本を借りたままの方

４月23日は全国子ども読書の日
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おおき
くな〜れ

おおき
くな〜れ

ひらがなほとんど覚えて
よめるようになったよ！

凛
り ん

さん（５歳）

毎日笑顔ですくすくと成長してほしいです。
� 保坂文徳さん宅（月岡）

月岡光代さん（15歳）白鳥
　私は飯山高校に入学し、部活はバスケットボ
ール部に入りました。最初は高校生活に不安し
かなかったけど、今では慣れて毎日とても充実
しています。これから２年生になるので、自分
の進路のことをしっかり考えながら楽しく過ご
していきたいです。

滝沢新史さん（16歳）森
　高校に入学して約一年が経ちます。学校生活
にも慣れ、友達とも毎日楽しく過ごし充実した
生活を送れています。私は学校で蕎麦班に入り
日々練習しています。この先腕が上がったら栄
村で蕎麦を打ち、村民の皆さんに振る舞えるよ
うに頑張りたいです。他にもダンスをやってい
て、まだ学ぶことがたくさんありますが、いろ
んなステージに出てしっかりと経験を積んでダ
ンスが上達するように頑張りたいです。

今
月
の
一
句 

〜
栄
村
俳
句
会
〜

青
春
の
喜
び
ま
と
う
ク
ロ
ッ
カ
ス

�

大
塚
幸
一

雪
晴
れ
間
集
い
て
こ
ね
る
耳
だ
ん
ご

�

杉
浦
恵
子

朝
刊
や
西
の
山
に
は
冬
の
月

�

斉
藤
は
る
子

飯
山
線
雪
は
な
な
め
に
降
り
か
か
る

�

馬
場
澤
子

暖
部
屋
に
ど
こ
か
ら
来
た
の
冬
の
蝶

�

山
田
セ
キ

雪
塊
を
押
し
流
し
ゆ
く
千
曲
川

�

柳　

静
江

青
空
や
滝
の
如
く
に
飛
ば
す
雪

�

福
原
勇
一

サ
ザ
エ
さ
ん
十
冊
重
ね
春
炬
燵

�

関
谷
貞
子

老
い
た
れ
ば
今
日
の
一
日
や
春
日
和

�

山
田
政
治
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平
成
最
後
の
年
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の

時
代
を
振
り
返
る
記
事
や
番
組
が
多
い
中
、

三
十
年
前
と
の
食
品
支
出
額
変
化
の
記
事
が

目
に
留
ま
り
ま
し
た
。
支
出
額
が
最
も
減
っ

た
の
が
米
で
62
％
減
。
コ
ン
ビ
ニ
の
お
に
ぎ

り
や
冷
凍
チ
ャ
ー
ハ
ン
に
移
行
。
生
鮮
野
菜

の
購
入
数
量
は
23
％
減
だ
が
サ
ラ
ダ
や
カ
ッ

ト
野
菜
な
ど
加
工
調
理
済
み
商
品
の
伸
び
は

加
速
し
て
い
る
と
い
う
。
効
率
・
利
便
性
が

優
先
さ
れ
た
今
、
そ
の
便
利
さ
に
ど
っ
ぷ
り

慣
れ
て
恩
恵
を
う
け
て
い
ま
す
。
命
に
係
わ

る
食
の
こ
と
、
私
た
ち
の
住
む
栄
村
・
地
球

の
環
境
の
こ
と
に
も
っ
と
も
っ
と
意
識
を
向

け
る
時
代
に
な
る
よ
う
、
公
民
館
で
も
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

おおき
くな〜れ

おおき
くな〜れ

編
集
後
記

青倉　髙橋彦芳さん
（91歳）

　

私
は
平
成
の
時
代
を
約
20
年
の
あ
い

だ
、
村
長
と
し
て
村
民
と
と
も
に
村
づ
く

り
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

我
が
国
は
工
業
を
中
心
に
物
づ
く
り
と

輸
出
を
通
じ
て
経
済
成
長
を
誇
っ
て
き
た

が
、
平
成
の
頃
か
ら
そ
う
は
い
か
な
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
の
め
ざ
し
た
も
の
は
、
住
民
自
治
の

行
政
で
し
た
。
住
民
の
も
っ
て
い
る
生
活

の
知
恵
や
技
を
育
み
活
用
す
る
こ
と
で
す
。

　

平
成
元
年
か
ら
取
り
組
ん
だ
の
は
、
小

さ
な
棚
田
の
「
田
直
し
」
で
し
た
。
農
家

の
指
図
で
村
の
担
当
職
員
と
重
機
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
と
が
現
場
で
協
議
し
、
合
意
が

で
き
れ
ば
村
単
独
の
事
業
と
し
て
施
工
す

る
の
で
す
。
終
わ
る
と
村
が
出
来
高
を
計

測
す
る
の
が
田
直
し
事
業
で
す
。
農
家
に

は
と
て
も
好
評
で
し
た
。

　

平
成
５
年
か
ら
集
落
内
の
除
雪
を
進
め

る
た
め
、
小
道
の
拡
幅
・
舗
装
を
す
る「
道

直
し
」事
業
も
始
め
ま
し
た
。住
民
か
ら

改
良
す
る
道
の
大
ま
か
な
ル
ー
ル
を
決
め

て
も
ら
い
、
村
が
測
量
・
用
地
買
収
、
作

業
班
を
組
織
し
て
竣
工
し
、
終
わ
れ
ば
総

べ
て
村
道
に
し
ま
し
た
。

　

住
民
の
自
治
で
大
事
な
こ
と
は
、
村
と

住
民
が
話
し
合
っ
て
組
織
づ
く
り
を
す
る

こ
と
で
す
。
新
聞
・
テ
レ
ビ
・
雑
誌
で
報

道
さ
れ
た
の
で
、
方
々
か
ら
毎
日
の
よ
う

に
視
察
団
体
が
訪
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、

勢
い
の
で
た
平
成
の
栄
村
は
、
子
ど
も
か

ら
老
人
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
活
動
が

盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

　

青
年
た
ち
の
多
年
の
念
願
で
あ
っ
た
ス

キ
ー
場
は
、
政
府
の
内
需
拡
大
の
政
策
で

過
疎
債
（
村
の
借
金
だ
が
、
償
還
時
に
約

70
％
の
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
）
が
ス
キ

ー
場
に
も
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

早
速
、
青
年
た
ち
を
中
心
に
実
行
委
員
会

を
組
織
し
、
白
馬
村
か
ら
ス
キ
ー
場
造
り

の
経
験
者
を
招
き
、
そ
の
指
導
の
下
に
平

成
８
～
９
年
度
で
一
気
に
整
備
し
た
の
で

す
。
そ
の
後
の
児
童
生
徒
が
激
減
し
て
、

今
や
る
せ
な
い
思
い
で
す
。

　

次
は
平
成
の
合
併
問
題
で
す
。
政
府
は

約
３
２
０
０
あ
る
市
町
村
を
約
１
０
０
０

に
集
約
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
地
方
分
権

の
名
を
語
り
、
財
政
の
合
理
化
を
め
ざ
し

た
の
で
す
。

　

平
成
15
年
２
月
22
日
～
23
日
の
２
日

間
、
全
国
か
ら
小
規
模
町
村
の
首
長
46
人

を
は
じ
め
6
0
0
余
名
が
栄
村
に
集
ま

り
、
第
１
回
小
さ
く
て
も
輝
く
自
治
体
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
全
国
に
ア
ピ
ー

ル
し
た
の
で
す
。
全
国
の
有
力
地
方
紙
が

大
々
的
に
取
り
上
げ
た
の
で
、
少
な
く
と

も
小
規
模
町
村
の
動
揺
が
治
ま
る
効
果
を

上
げ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
平
成
16
年
１

月
栄
村
も
臨
時
議
会
で
自
律
の
村
づ
く
り

を
決
め
ま
し
た
。

　

私
は
村
長
在
職
中
、
非
常
勤
の
栄
村
振

興
公
社
理
事
長
で
も
あ
り
ま
し
た
。
振
興

公
社
は
単
な
る
旅
館
業
で
は
な
い
の
で

す
。
村
と
一
体
に
な
り
、
観
光
施
設
の
経

営
を
通
し
て
、
村
民
の
保
養
、
都
市
と
の

交
流
、
雇
用
の
拡
大
、
地
産
地
消
、
村
内

の
商
店
の
売
上
げ
拡
大
な
ど
、
地
域
循
環

経
済
の
軸
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
栄
村
振
興
公
社
が
こ
の
３
月
末
で

幕
を
閉
じ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
振
興
公

社
を
愛
す
る
村
内
外
の
大
勢
の
フ
ァ
ン
を

が
っ
か
り
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
新
し
い
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
組
み
を
切
望
し
て
や

み
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
平
成
23
年
３
月
12
日
未
明
、
秋

山
郷
を
除
く
全
地
域
が
震
度
６
強
の
地
震

に
お
そ
わ
れ
、
壊
滅
的
な
災
害
を
被
り
ま

し
た
。
国
県
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ん
の

お
蔭
で
、
約
５
年
間
で
奇
跡
的
な
復
旧
を

遂
げ
ま
し
た
。

　

村
民
と
行
政
の
一
体
に
な
っ
た
取
り
組

み
の
成
果
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
教
訓
を

鏡
と
し
て
次
の
新
し
い
時
代
も
栄
村
の
飛

躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
の
時
代
を
回
想
し
て

住
民
自
治
の
行
政
を
切
り
開
く

平
成
最
後
の
年
輪
は
、
平
成
の
栄
村

を
導
い
た
元
村
長
に
ご
寄
稿
い
た
だ

き
ま
し
た
。 年

輪
156
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学
校
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今月の

　雪の舞う中、北信保育園の園児たちは元気に雪遊びです。子どもは風の子と言いますが、本当
に寒さを気にせず夢中で遊んでいて、保育園に到着し、車を降りた瞬間に楽しげな声が響き渡っ
ていました。
　雪山をかけ上ると勢いよく滑り降りたり、色水で色をつけた雪をご飯に見立てておままごとを
したりと、思い思いに雪遊びを楽しんでいました。みんなが雪山に登り、すべり台の順番待ちを
しているので、山頂では渋滞がおきていました。また、つららを見つけて「ちゅらら（つらら）
とる！」とがんばる子もいましたが、手から落ちて割れてしまい残念そうでした。手袋やウェア
が濡れても平気で遊んでいる姿はとてもたくましく見えました。取材中に「一緒に遊ぼう。」と
声をかけてくれる園児や手を引いて仲間に入れてくれる園児がいて、楽しい時間と元気をもらっ
た取材となりました。北信保育園には元気いっぱいでかわいい子どもたちがたくさんいて、毎日
明るい笑い声が響いています。（取材：特命対策課）

Vol.24　～雪遊び～

　版画のインクをつけるのが楽しかった
です。
　手をつくるところが大変でした。

　手をピースにしたところや、にこにこが
おにするために口をにこっとしたところを
工夫しました。

大
おお

庭
ば

 友
とも

輝
き

さん（1年/森）小
こばやし

林 妃
ひ

南
な

さん（1年/白鳥）

「にこにこがお」 「へんがお
　　 あっかんべー‼」

▲渋滞ができた雪山 ▲色水を使って雪遊び


